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1.定時運航率向上の取り組み
2.低騒音機の導入
3.感染症対策

～本日お話させていただくこと～
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遅延便増加の主な要因

1. 定時運航率向上の取り組み

2019冬ダイヤでの主な対策

① 空域の混雑（訪日外国人の増加によ
る運航便数増加）

② 集中豪雨などの異常気象の増加
③ ご利用者の増加による空港の混雑

① ダイヤの見直し
・ 運航時間（ブロックタイム）の適正化
・ 折り返し時間の余裕確保

② 予備機材の確保
③ 保安検査場の締め切り時刻変更

（出発15分前→20分前）
遅延を発生させない対策に加え、ひとたび遅延が発生した場合に、後続便
に連鎖しないよう、早期に遅延を解消（回復）するための対策を実施。

遅延便実績

1. 定時運航率向上の取り組み

合計 便



2. 低騒音機導入

現在

大型機
777-300

777-200

中型機 767

小型機 737-800

リージョナル機
E190

E170

202x年

A350

787-8

767-300
（低騒音機への更新検討）

737-800
（更なる低騒音機への更新検討）

三菱スペースジェット
（旧MRJ/導入時期調整中）

更
新

更
新

・ 年 月 日よ
り が羽田 伊丹線
に就航。
・大・中型機の機材更
新とリージョナル機の新
世代低騒音機への機
材更新を進めていく計
画。

機材更新計画

3. 感染症対策
MORE CLEAN & LESS TOUCH 空港で

職員のマスク・手袋着用 パーティションの設置

体温測定カメラの設置 消毒液の配備 ソーシャルディスタンス確保



3. 感染症対策

定期的な消毒・清掃

空
港
で

夜間整備時の機内消毒

機
内
で

化粧室に消毒スプレーCAのマスク・手袋着用

・お客さまに安心して航空機をご利用いただくために衛生対策を強化。
・国際民間航空機関(ICAO)が推奨するガイドラインに沿った対策を実施。

ご搭乗案内の工夫

3. 感染症対策

機内換気システム

ポイント②
空気は
上から下へ

ポイント①
大量の
新鮮な空気 ポイント③

高性能フィルタ

分間に 人あたり
約 以上の空気



空調吹き出し口

側壁のグリルを
通って床下へ

前後方向の流れを極力
抑えた上から下への流れ

効率的かつ均一に機内の空調・換気を行うため、客室内全体に
わたって空調の吹き出し口および排出グリル が設けられている

客室内の空気の流れ (ボーイング787型機)

3. 感染症対策
空気は上から下へ

ボーイング 型機の フィルタ

高性能フィルタ (HEPAフィルタ)

フィルタ繊維

さえぎり効果

フィルタ繊維

慣性効果

フィルタ繊維

拡散効果

3. 感染症対策

隙間
数

ウィルス
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ご清聴いただきありがとうございました。

皆さまのご利用をお待ちしております。


